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●どくしょすごろく
と６月14日㈮まで
　申込期間…４月13日㈯～５月12日㈰
●しかけ絵本展
と４月13日㈯～29日（月・祝）
●放課後プラバンづくり
と４月15日㈪・18日㈭・19日㈮
　時間共通…午後４時～５時
対中学生

布 津 図 書 室

【お問い合わせ】
・深江図書館…6717   ・布津図書室…6726   ・有家図書館…6737   ・西有家図書館…6747
・北有馬図書室…6754   ・原城図書館…6767   ・口之津図書館…6777   ・加津佐図書館…6787

＊詳しいことは、ホームページや各図書館でご確認ください。☎73 〔ー各図書館下4桁〕 南島原市図書館 検索

図書館行事とお知
らせ

　聞いて傷つく言葉、イライラして出た言
葉は「ちくちくことば」。
　「だいじょうぶ」「よくできたね」…言わ
れて嬉しくなる言葉は「ふわふわことば」。
　新生活の始まりの時期、毎日が楽しくな
る言葉の使い方を考えてみませんか。
　コミュニケーションに役立つシリーズ本
です。

　長崎の歴史や文化にゆかりのある100
人を紹介。
　長崎出身に限らず、16世紀からこれま
で長崎に来て、長崎発展の礎を築くこと
に貢献した人々を写真やマンガで、分か
りやすく紹介しています。大人だけでな
く中高生にも、読みやすい人物事典です。

●絵本で旅する世界の国
と４月20日㈯～５月12日㈰
対幼児・児童
●上映会「リトル・マーメイド」
と４月27日㈯・28日㈰
　時間共通…午後１時３０分～３時10分
定各回48人（要申込）　対子ども・親子　

有 家 図 書 館

●読書すごろく
と４月20日㈯～５月31日㈮
対幼児・児童
●ゴーゴーおはなし会
と５月11日㈯　午後１時30分～２時
定20人（要申込）　対幼児・児童・親子

深 江 図 書 館

●①としょかんで、さかなつり！
　②集まれ！本のPOP
と４月20日㈯～５月12日㈰
対①幼児・児童　②小学生～
●春のルンルンおはなし会
と４月27日㈯　午後２時～３時
ば加津佐総合福祉センター 希望の里
定100人（要申込）　対幼児・児童

加 津 佐 図 書 館

●ペタペタイム！
　～ステッカーブックを飾り隊～
●めざせ図書館マスタークイズ
と４月20日㈯～５月12日㈰

北 有 馬 図 書 室

●タネの輪
▶配布タネ募集
と４月２日㈫～30日㈫
▶タネの配布
と５月１日㈬～なくなり次第終了
●SDGs巨大すごろくで遊ぼう
と４月23日㈫～５月12日㈰
●ブックリサイクル
と４月27日㈯～５月12日㈰

口 之 津 図 書 館

●読書ビンゴでさかなつり
と４月27日㈯～５月12日㈰
●上映会
と４月27日㈯　午後１時30分～
定30人　対幼児・児童

原 城 図 書 館
●昔あそびで遊ぼう
と４月27日㈯  午後１時30分～２時30分
定40人（要申込）
●ゲームのキャラクターをおりがみで
作ろう

と４月28日㈰  午前10時30分～11時30分
定10人(要申込)

西 有 家 図 書 館

市民の皆さんの温かいご支援をお願いします

●受付期間…12月9日㈪まで
●受付場所…市役所 各庁舎１階 窓口

令和６年能登半島地震
災害義援金受付中

←３月13日現在の被災地の状況（輪島市）：被災地派遣本市職員が撮影

図 書 館 紹 介

2024年 第66回こどもの読書週間 標語
「ひらいてワクワク めくってドキドキ」

こどもの読書週間
４月23日㈫～５月12日㈰

各図書館（室）では、ワクワク・ドキドキ、楽しいイベントを
企画しています。※詳しくは、各図書館（室）にお問い合わせください。

イラスト・題字：長谷川義史

南島原市図書館だより vol.211

児 童 書 「ちくちくことば・ふわふわことば１」図書館員オススメ
の本 一 般 書

「長崎歴史100人事典」 鈴木　教夫／監修　汐文社／出版
長崎文献社編集部／編集　長埼文献社／出版

と４月1日㈪～５月31日㈮　※休館日…火曜日
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ば深江埋蔵文化財・噴火災害資料館
り一般…200円／高校生…150円／
　中学生以下…無料
※団体割引あり
※企画展は入館料のみでご覧いただけます。
問文化財課（南有馬庁舎）  ☎７３－６７０５

４月～５月の小企画

　市では現在、島原鉄道跡地を利用した自転車歩行者専用道路の建
設を進めています。この建設にあたっては事前に遺跡の有無を調べ、
必要に応じて発掘調査も実施してきました。
　そうした遺跡の１つに深江町松山の二本櫨遺跡があり、今から約
1,800年前の弥生時代後期終末期の竪穴住居跡や溝などが見つかり、
大量の弥生土器が出土しました。
　土器を一点一点調べていくと、大変興味深い壷形の土器がありま
した。ラッパ状に開いた口の部分に縦線を何本も引いて文様として
います。これは絵具を塗ったものではなく、ヘラ状の工具で土器の
表面を粘土が半乾きの時にこする「ミガキ」という技法を使って表
現した文様です。
　ミガキの技法自体は、約3,000年前の縄文時代の終わり頃には開
発されていて、日本列島全体で大流行する技法なのですが、この壷
形土器に施されたミガキの特徴は、ミガいているところとそうでな
いところがある点です。こうした部分的なミガキの技法による文様
は、「暗文」と呼ばれています。
　一見ふつうの土器だけど，光が当たるところに出してみるとキラ
キラと縞々模様が浮かび上がる、そんな「隠れオシャレ」を南島原
の弥生人たちも暗文を使って楽しんでいたのでしょうね。

南島原の考古学 ミガキと暗文～二本櫨遺跡（深江町）～
に ほんはぜ

壷の暗文
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